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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月21日(2013.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　質量％で、
　Ｃ　：０．０５～０．２０％、
　Ｓｉ：０．０１～０．１％、
　Ｍｎ：０．３～０．６％、
　Ｐ　：０．０３％以下（０％を含まない）、
　Ｓ　：０．００１～０．０２％、
　Ｃｒ：１．２～２．０％、
　Ａｌ：０．０１～０．１％、
　Ｔｉ：０．０１０～０．１０％、
　Ｎ　：０．０１０％以下（０％を含まない）、
　Ｂ　：０．０００５～０．００５％
を含有し、
　残部が鉄および不可避不純物からなり、
　円相当直径２０ｎｍ未満のＴｉ系析出物の密度が１０～１００個／μｍ2であり、且つ
、円相当直径２０ｎｍ以上のＴｉ系析出物の密度が１．５～１０個／μｍ2であり、
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　ビッカース硬さが１３０ＨＶ以下であることを特徴とする肌焼鋼。
【請求項２】
　更に、Ｍｏ：２％以下（０％を含まない）を含有するものである請求項１に記載の肌焼
鋼。
【請求項３】
　更に、Ｃｕ：０．１％以下（０％を含まない）および／またはＮｉ：３％以下（０％を
含まない）を含有するものである請求項１または２に記載の肌焼鋼。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の化学成分の鋼を用意し、
　１１００℃～１２８０℃で１０分以上、３０分以下の均熱処理を行なう工程と、
　８００～１０００℃で１２０分以下の再熱間加工を行なう工程と、を含むことを特徴と
する肌焼鋼の製造方法。
【請求項５】
　前記均熱処理を、１１００℃～１２８０℃で１５分以上、３０分以下の範囲で行なう請
求項４に記載の製造方法。
【請求項６】
　請求項１～３のいずれかに記載の肌焼鋼を冷間加工した後、浸炭処理した機械構造部品
であって、
　表面から深さ２００μｍ位置までの範囲における旧オーステナイト粒の平均結晶粒度が
８～１４番であり、且つ、
　表面からの深さ２００μｍ位置から深さ５００μｍ位置までの範囲における旧オーステ
ナイト粒の平均結晶粒度が６～１２番であると共に、旧オーステナイト粒の結晶粒度が５
．５番以下の粗大粒を有しないことを特徴とする機械構造部品。


	header
	written-amendment

